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○ イネ Nested Association Mapping 集団による遺伝解析 
 Nested association mapping 集団という、複数の交雑に

由来する解析集団を作出しました。次世代 DNA シーケン

サーにより得た遺伝子型情報と形質情報を組み合わせて

解析することで、遺伝子発見およびゲノム塩基配列に基づ

く形質予測の高度化を目指した研究を進めています。 
 
 
○ イネ遺伝解析材料・育種素材の開発・農業形質に関与

する QTL の探索 
 名古屋大学で単離・同定された収量性遺伝子やその他の有用遺伝子（有用対立遺伝子）を、世界で利用

されているエリート系統やストレス耐性系統などへ交雑により導入した育種素材の作出を「WISH プロジ

ェクト」として進めています。得られた系統は、国内での実証試験のためだけでなく、海外で育種素材と

して活用されつつあります。また、様々な遺伝材料を作出し、次世代 DNA シーケンサーにより遺伝子型

決定をおこなうことで、イネ耐冷性や乾燥ストレス耐

性、登熟特性等に関与するQTLの探索を進めています。 
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